
あなたの

声
を届けてください！

　広報紙を読んだ感想や今
後取り上げてほしい記事、
広川町への思い、町に対す
る質問・意見・提案などを
お送りください。イラスト
や写真も大歓迎です。

問企画課企画係
☎ 0943-32-1196

八女局承認

455

料金受取人払郵便

差出有効期限
令和8年 7月
24日（切手不要）

郵便はがき

〒 834-8790
＜受取人＞
日本郵便株式会社
広川郵便局私書箱第 3 号

広 川 町 長 　行

今月号の良かった記事とその理由を教えてください

担当課からの回答を希望するか、希
望しないか、以下のいずれかを○で囲んで
ください

希望する　・　希望しない

名前（回答を希望する場合は　　　）
フリガナ

住所（回答を希望する場合は　　　）
〒　　　-　　　　

電話番号（回答を希望する場合は　　　）

（　　　　　）　　　-　　　　　

年齢

性別

必須

必須

必須

必須

任意

問企画課企画係　☎ 0943-32-1196

広川町は町制施行70周年を迎えました！

町制 70 周年記念ロゴマーク 町制 70 周年記念事業一覧

　この記念すべきロゴマークは、広川町の未
来を担う中学生がデザインしました。
　「70 の数字」「町章」「絣」「いちご」「鳩」
をモチーフに描かれたこのロゴマークは、こ
れまでの 70 年への感謝と広川町への深い郷
土愛、また、未来への希望が表現されています。
　中学生ならではの斬新な視点と広川町への
熱い想いが反映されたロゴマークです。 ※事業予定は変更となる場合があります。

　本町は、昭和 30年の昭和の大合併期に、上広川・中広川・下広川の 3つの
村が合併し町制を施行してから、今年で 70周年を迎えました。この節目の年に、
先人たちが築いてきた町の歴史を振り返るとともに、さらなる発展を目指して、
さまざまな記念事業を実施します。

事業名 実施時期など 担当課

ひろかわよかとこ
スタンプラリー W

10 月上旬
～ 11 月下旬 生涯学習課

ぷよぷよ e スポーツ
交流会

予選会：10/12 ㈰
交流戦：12/13 ㈯ 福祉課

グランドゴルフ大会
（スポひろ） 10/19 ㈰ 生涯学習課

町制施行 70 周年
記念式典 11/1 ㈯ 企画課

ふるさと Wish
広川ウィーク

11/24 ㈪㈷
～ 11/30 ㈰ 企画課

広川人権フェスタ 12/21 ㈰ 生涯学習課



人権問題を考える

「なるほど人権セミナー」を終えて
～ 住みよい町をつくるため、人権についてみんなで考える ～

問生涯学習課人権・同和教育係　☎ 0943-32-0093

な
る
ほ
ど
人
権
セ
ミ
ナ
ー

7
月
は
同
和
問
題
啓
発
強
調
月

間
で
す
。
広
川
町
で
は
、
啓
発
事

業
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
「
な
る

ほ
ど
人
権
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
講
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
2
回
の

セ
ミ
ナ
ー
を
開
講
し
、
多
く
の
人

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
各
セ
ミ
ナ
ー
の
概
要

と
参
加
者
の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
1
回
︵
7
月
10
日
㈭
︶

「
誇
り
を
も
っ
て
生
き
る
」

　
父
親
の
背
中
を
追
い
か
け
、
憧

れ
の
太
鼓
職
人
に
な
っ
た
宮
内
さ

ん
。
参
加
者
の
前
で
、
実
際
に
太

鼓
の
皮
を
張
り
な
が
ら
講
義
が
進

み
ま
す
。

　
誇
り
を
も
っ
て
太
鼓
づ
く
り
に

取
り
組
む
宮
内
さ
ん
の
実
演
、
そ

し
て
差
別
に
対
す
る
想
い
に
、
会

場
の
参
加
者
は
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　
知
ら
な
い
こ
と
が
誤
解
や
噂う
わ
さを

生
む
原
因
と
な
る
た
め
、
物
事
を

正
し
く
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

︿
参
加
者
の
声
﹀

・
牛
を
育
て
る
人
、食
肉
セ
ン
タ
ー

の
人
、
な
め
し
革
に
仕
上
げ
る

人
、
太
鼓
づ
く
り
の
人
、
お
肉

を
売
る
人
、
そ
し
て
命
を
食
べ

る
人
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出

会
い
や
思
い
を
知
る
こ
と
は
大

切
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

・
和
太
鼓
の
作
り
方
を
と
て
も
興

味
深
く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
製
作
が
進
む
に
つ
れ
て
音

が
違
っ
て
い
く
様
子
も
興
味
深

か
っ
た
で
す
。
人
間
は
、
生
き

る
た
め
に
牛
や
た
く
さ
ん
の
動

植
物
の
命
を
奪
っ
て
い
る
こ
と

を
再
認
識
し
、
命
の
重
み
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

・
差
別
に
対
し
て
の
怒
り
は
大
事

だ
と
思
い
ま
す
が
、
同
じ
人
間

に
対
し
て
の
怒
り
が
な
く
、
と

て
も
温
か
み
の
あ
る
講
演
会
で

し
た
。
太
鼓
づ
く
り
を
通
し
て
、

人
権
や
命
の
大
切
さ
な
ど
、
多

く
の
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

第
2
回
︵
7
月
16
日
㈬
︶

「
さ
れ
ど
、
わ
れ
ら
が
同
和
教
育
」

　
城
野
さ
ん
の
生
い
立
ち
か
ら
始

ま
り
、
同
和
教
育
と
の
出
会
い
を

中
心
に
、
た
く
さ
ん
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
な
が
ら
講
義
が
進
み
ま

し
た
。

　「
日
常
の
事
実
か
ら
学
ぶ
事
の

大
切
さ
」
や
「
本
人
･
自
分
･
周

り
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
」
な

ど
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

︿
参
加
者
の
声
﹀

・
城
野
さ
ん
の
育
ち
や
体
験
、
実

態
か
ら
学
ん
だ
事
な
ど
に
つ
い

て
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
と
て
も
聞
き
や
す
く
、

講
義
で
話
さ
れ
た
人
た
ち
（
在

日
外
国
人
、
障
が
い
者
な
ど
）

が
す
ぐ
近
く
に
い
る
よ
う
に
思

え
る
お
話
で
し
た
。

・
お
話
を
聞
き
、
差
別
と
貧
困
と

福
祉
は
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思

い
ま
し
た
。

住
み
よ
い
町
づ
く
り
懇
談
会

　
広
川
町
で
は
、
人
権
・
同
和
問

題
の
解
決
に
向
け
て
「
住
み
よ
い

町
づ
く
り
懇
談
会
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
町
長
と
の
懇
談
も
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
「
私
た

ち
の
身
の
ま
わ
り
に
あ
る
人
権
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
（
申
し
込
み
不
要
）。
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鹿児島県宮丸太皷店
宮内礼治さん

部落解放同盟大牟田支部
支部長　城野俊行さん




